
防
研
セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９９６年千葉大学卒、２００３年東京大学大学院

博士課程中退（経済学修士）。同年防衛研究

所に入所。主任研究官、社会・経済研究室長

を経て２０２６年より現職。その間、防衛省防衛

政策局防衛政策課、内閣官房副長官補付に出

向、豪国防大学、英国シェフィールド大学東

アジア研究科に留学（東アジア修士）。専門

は防衛産業の国際政治経済、経済と安全保障、

東南アジアの軍近代化等。

　

２

０

２

６

年

４

月

、

青

柳

防

衛

装

備

庁

長

官

と

ダ

フ

ィ

ー

米

国

戦

争

次

官

は

米

国

内

で

第

４

回

「

日

米

防

衛

産

業

協

力

・

取

得

・

維

持

整

備

定

期

協

議

（

Ｄ

Ｉ

Ｃ

Ａ

Ｓ

）

」

を

開

催

し

た

。

両

国

は

取

り

組

み

が

具

体

的

な

実

行

段

階

に

移

っ

た

と

し

て

同

協

議

を

「

Ｄ

Ｉ

Ｃ

Ａ

Ｓ

２

・

０

」

と

位

置

付

け

、

関

係

が

新

た

な

フ

ェ

ー

ズ

を

迎

え

た

こ

と

を

印

象

付

け

た

。

本

稿

で

は

こ

の

う

ち

迎

撃

ミ

サ

イ

ル

と

艦

船

維

持

整

備

に

焦

点

を

当

て

、

そ

の

国

際

的

な

背

景

と

含

意

に

つ

い

て

解

説

す

る

。

迎

撃

ミ

サ

イ

ル

　

長

距

離

打

撃

能

力

が

世

界

的

に

拡

散

す

る

中

、

米

国

製

迎

撃

ミ

サ

イ

ル

へ

の

国

際

的

な

需

要

は

急

増

し

て

い

る

。

ウ

ク

ラ

イ

ナ

支

援

や

中

東

配

備

部

隊

で

の

使

用

、

湾

岸

諸

国

へ

の

緊

急

売

却

が

重

な

り

、

西

側

諸

国

へ

の

納

入

に

遅

延

が

生

じ

る

リ

ス

ク

が

報

じ

ら

れ

て

お

り

、

米

国

は

調

達

拡

大

を

急

い

で

い

る

。

米

主

要

メ

ー

カ

ー

と

の

間

で

は

す

で

に

、

複

数

年

に

わ

た

る

調

達

に

つ

い

て

「

枠

組

み

合

意

」

が

締

結

さ

れ

備

蓄

増

強

に

向

け

た

生

産

拡

大

に

乗

り

出

し

て

お

り

、

こ

れ

に

伴

い

サ

プ

ラ

イ

ヤ

ー

の

生

産

能

力

の

強

化

も

進

め

ら

れ

て

い

る

。

　

今

回

の

協

議

で

は

、

日

米

が

共

同

開

発

し

た

迎

撃

ミ

サ

イ

ル

「

Ｓ

Ｍ

－

３

ブ

ロ

ッ

ク

Ⅱ

Ａ

」

の

生

産

量

を

約

４

倍

に

引

き

上

げ

る

具

体

的

方

策

が

確

認

さ

れ

、

「

Ｐ

Ａ

Ｃ

－

３

能

力

向

上

型

（

Ｍ

Ｓ

Ｅ

）

」

に

つ

い

て

も

、

将

来

の

共

同

生

産

を

念

頭

に

、

生

産

効

率

化

に

資

す

る

具

体

的

方

策

に

係

る

検

討

を

加

速

さ

せ

る

こ

と

で

一

致

し

た

。

　

同

盟

国

を

通

じ

た

供

給

体

制

の

強

化

は

、

各

国

の

調

達

の

柔

軟

性

を

高

め

る

だ

け

で

な

く

、

米

国

に

と

っ

て

も

投

資

負

担

の

分

散

と

増

産

ス

ピ

ー

ド

の

向

上

に

つ

な

が

る

。

艦

船

維

持

整

備

　

米

軍

装

備

の

維

持

整

備

に

お

け

る

日

本

の

役

割

も

拡

大

し

て

い

る

。

今

回

の

協

議

で

は

航

空

機

エ

ン

ジ

ン

の

他

に

米

海

軍

艦

船

に

対

す

る

協

力

が

引

き

続

き

議

論

さ

れ

、

２

０

２

５

年

�

月

に

米

本

土

を

母

港

と

す

る

米

海

軍

艦

船

の

日

本

企

業

に

よ

る

初

め

て

の

修

理

が

舞

鶴

市

で

実

施

さ

れ

た

こ

と

が

言

及

さ

れ

た

。

　

米

国

内

で

は

海

軍

工

廠

の

近

代

化

と

造

船

基

盤

の

強

化

に

向

け

た

設

備

投

資

が

進

ん

で

い

る

。

し

か

し

、

米

国

政

府

説

明

責

任

局

（

Ｇ

Ａ

Ｏ

）

が

２

０

２

６

年

２

月

に

公

表

し

た

報

告

書

で

は

、

状

況

に

改

善

は

見

ら

れ

る

も

の

の

依

然

と

し

て

建

造

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

と

コ

ス

ト

は

目

標

を

下

回

っ

て

お

り

、

民

需

向

け

造

修

ド

ッ

ク

に

つ

い

て

は

、

乾

ド

ッ

ク

の

空

き

容

量

や

労

働

力

の

制

約

か

ら

緊

急

修

理

を

含

む

計

画

外

作

業

へ

の

対

応

に

限

界

が

あ

る

と

指

摘

さ

れ

た

。

　

ま

た

同

年

５

月

に

公

表

さ

れ

た

米

海

軍

造

船

計

画

は

「

ト

ラ

ン

プ

級

戦

闘

艦

」

構

想

を

打

ち

出

す

一

方

、

国

内

の

造

修

能

力

不

足

を

補

う

策

と

し

て

、

外

資

の

誘

致

に

加

え

て

機

密

性

の

低

い

モ

ジ

ュ

ー

ル

の

国

外

製

造

に

も

言

及

し

た

。

現

在

の

と

こ

ろ

「

バ

ー

ン

ズ

＝

ト

ゥ

レ

フ

ソ

ン

修

正

条

項

」

に

よ

り

米

海

軍

艦

船

の

海

外

で

の

建

造

は

原

則

禁

止

と

さ

れ

、

次

年

度

予

算

の

審

議

過

程

で

も

議

会

の

反

発

は

根

強

い

が

、

中

国

の

急

速

な

海

軍

力

増

強

へ

の

対

抗

策

と

し

て

同

盟

国

を

活

用

す

べ

き

と

の

声

も

聴

か

れ

る

。

　

上

院

軍

事

委

員

会

の

公

聴

会

で

コ

ー

ド

ル

海

軍

作

戦

部

長

は

「

複

雑

な

問

題

で

あ

り

綿

密

な

検

討

が

必

要

」

と

し

な

が

ら

も

、

海

軍

に

は

「

艦

船

が

必

要

」

で

あ

り

、

建

造

手

法

等

に

新

た

な

工

夫

が

無

け

れ

ば

既

存

の

産

業

基

盤

で

は

需

要

に

対

応

で

き

な

い

と

述

べ

た

。

　

日

本

の

維

持

整

備

基

盤

は

、

太

平

洋

を

渡

る

時

間

的

ロ

ス

を

省

く

こ

と

で

イ

ン

ド

太

平

洋

地

域

に

展

開

す

る

米

軍

の

即

応

性

を

支

え

、

米

本

土

の

乾

ド

ッ

ク

余

力

の

確

保

に

も

貢

献

で

き

る

。

そ

の

意

味

で

米

海

軍

の

艦

隊

整

備

計

画

を

下

支

え

す

る

潜

在

的

な

基

盤

と

し

て

も

そ

の

価

値

は

増

し

て

い

る

。

　

日

米

間

の

防

衛

産

業

協

力

の

意

義

は

日

本

の

産

業

基

盤

へ

の

機

会

の

拡

大

に

と

ど

ま

ら

な

い

。

国

際

環

境

が

厳

し

さ

を

増

す

な

か

、

グ

ロ

ー

バ

ル

な

供

給

体

制

の

強

化

や

前

方

展

開

部

隊

の

態

勢

維

持

等

を

通

じ

て

安

全

保

障

そ

の

も

の

を

支

え

る

役

割

を

担

う

も

の

で

あ

り

、

そ

の

重

要

性

は

今

後

さ

ら

に

高

ま

る

だ

ろ

う

。


